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アジア・オセアニア 知 識⾖

ローコストキャリア（LCC）の台頭は航空ビジネスの勢⼒図を変えつつあります。LCCは、サービス
の簡素化・⼀律化、座席密度の引上げ、機体稼働率の引上げ等により低価格を実現し利⽤者
を増やしています。LCCの普及は、アジア各国・地域の国際空港の整備拡充と相まって、今後ま
すますアジア域内の⼈の移動を活発にしそうです。
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LCCでつながる⽇本とアジア

アジア域内の海外旅⾏需要の増加でLCCが台頭
格安運賃を提供するLCCがアジアの空を席巻しています。LCCとしてはアメリカのサウスウェスト航空
やアイルランドのライアンエアー等が有名でしたが、2000年代以降、アジアの所得向上や旅⾏需要
の増加に応じて、アジア各国・地域で続々とLCC会社が設⽴されました。図表１はアジアの主だった
格安航空会社とその就航国です。⼀般にLCCの座席はピッチが狭く窮屈ですが、格安運賃と天秤
にかけて考えると、アジア域内の⽐較的短時間のフライトには適しているといえそうです。
⾹港と⽇本を約4時間で結ぶ⾹港エクスプレスは⽻⽥・成⽥を含む⽇本の10都市に就航していま
す。⾹港から⽇本への海外旅⾏需要は多様化しており、⾼松や⿅児島などの地⽅中核都市への
直⾏便も⽬⽴ちます。
所得⽔準が向上し海外旅⾏が習慣化しつつあるアジア各国・地域の旅⾏需要は、今後ますます
増加する⾒通しです。需要増加に対応して、各都市の国際空港は整備拡充を進め、LCCも増便
が⾒込まれます。

図表1＜アジアのLCC＞

（出所）各航空会社のホームページを基に三井住友アセットマネジメント作成

※当資料は「アジアリサーチセンター」のレポートを基に作成しています。

航空会社名 設⽴ 本拠地 ハブ空港 主な就航国・地域
春秋航空 2004年 上海 上海国際空港 ⽇本、⾹港、韓国、台湾、シンガポール、マレーシア、タイ、カンボジア

ジンエアー 2007年 ソウル 仁川国際空港 タイ、ラオス、フィリピン、マレーシア、ベトナム、中国、台湾、⾹港、マカオ、⽇本、⽶国

⾹港エクスプレス 2004年 ⾹港 ⾹港国際空港 中国、カンボジア、⽇本、韓国、台湾、タイ、⽶国、ベトナム
スクート・タイガーエアー 2012年 シンガポール チャンギ国際空港 ⽶国、中国、マレーシア、オーストラリア、⽇本、台湾、⾹港、韓国、タイ、インド、ギリシャ

エアアジア 2001年 クアラルンプール クアラルンプール
国際空港

⽶国、イラン、インド、インドネシア、オーストラリア、ニュージーランド、カンボジア、サウジアラ
ビア、シンガポール、スリランカ、タイ、ネパール、バングラデッシュ、フィリピン、オマーン、
ブルネイ、ベトナム、マカオ、ミヤンマー、モルジブ、ラオス、中国、⾹港、マカオ、台湾、⽇本、
韓国、モーリシャス

ノックエアー 2004年 バンコク ドンムアン空港 オーストラリア、中国、⾹港、マレーシア、ミヤンマー、ベトナム、台湾、⽇本、シンガポール、
フィリピン

ライオンエアー 1999年 ジャカルタ スカルノハッタ国際空港 マレーシア、ベトナム、シンガポール

セブ・パシフィック・エアー 1988年 セブ マクタン・セブ国際空港 中国、韓国、⽇本、台湾、⾹港、マカオ、ベトナム、カンボジア、タイ、マレーシア、
シンガポール、インドネシア、オーストラリア、⽶国


